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授業概要 なぜ人は働くのであろうか。人が働く最大の目的は「生計の維持」である。しかしそれだ

けではないであろう。「生きていくため」以外にも、働くことに意味を見出すことができ

る。例えば、①余暇の充実、②働くこと自体がもたらす満足、③社会への参加、などで

ある。しかし、同じように「働く」といっても、年齢・性別によって賃金・給料は異なる。さら

に、似たようなバックグラウンドを持っていても、仕事に就けている人とそうでない人(失

業者）が存在する。本講義では, 「働く人（労働者）」を取り囲む環境を経済学的な視点

から理解・分析することを講義の目的とする。特に、労働者が置かれている環境（労働

市場）をマクロ的視点から分析することに主眼を置く。

授業の

到達目標

「労働市場と雇用政策」の講義では、「労働者」を取り囲む環境についてマクロ的視

点を中心に検証していく。はじめに、労働供給量、労働需要量、賃金、失業がどの

ように決定されるのかを説明する基礎理論を中心に、労働市場分析のために必要

な分析フレームワークを学ぶ。その後、若年労働者、女性労働者、高齢労働者、

正規雇用労働者と非正規労働者に焦点を絞り、それぞれの労働市場を分析し、各

市場における雇用政策について検証していく。加えて、教育・訓練と労働・労働市

場の関係についても考察を加える。

授業計画 (I) イントロダクション 概論 (第 1 回講義)

(II) 人が働くということ （第 2 回講義）

(III) データで見る労働市場 （第 3 回講義）

(IV) 労働供給 （第 4 回講義～第 5 回講義）

(V) 労働需要 （第 6 回講義～第 7 回講義）

(VI) 労働市場の均衡 （第 8 回講義）

(VII) 失業 （第 9 回講義）

(VIII) 若年労働者 （第 10 回講義）

(IX) 女性労働者 （第 11 回講義)

(X) 高齢労働者 （第 12 回講義)

(XI) 正規雇用労働者と非正規労働者 （第 13 回講義)

(XII) 教育・訓練 （第 14 回講義)

(XIII) まとめ （第 15 回講義）
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成績評価方法 割合 評価基準

試験

0 ％

レポート

0 ％

平常点評価

70 ％

Assignment

毎回課題(Assignment)を課し、それを提出して頂きま

す。提出された課題に対する解答が提出されたことを前提

に講義を進めていく。

その他

30 ％

プレゼンテーション

講義の最後に受講生一人一人にプレゼンテーションが

行う。テーマは講義と関連のあるトピックを一つ取り

上げ、その経済問題に関する分析をプレゼンテーショ

ンという形で報告していただく。

関連 URL

備考 「基礎経済学」「経済政策」「公共経済学」等の経済学関連の科目を履修しているこ

とが望ましいですが、これらの科目を履修していない学生でも履修可能であるよう

に講義は組み立てます。但し、受講生は課されたアサイメント(課題や論文通読等)

を行うのはもちろんですが、積極的に準備を行って授業に望んで下さい。また、授

業中に疑問に思ったことについても積極的に発言する受講生の履修を希望しま

す。


